
ＲＩＭＣＯＦ技術研究組合（略称：ＲＩＭＣＯＦ）の概要 
 設立年月日：平成２８年７月１２日 
 理事長：武田 展雄（東京大学副学長、東京大学大学院新領域創成科学研究科教授） 

 組合員：三菱重工業㈱、川崎重工業㈱、富士重工業㈱、 （一財）素形材センター 
       （ ３企業、１法人） 
 事業費：平成２８年度 約２億円 
 事業の概要：航空機等の次世代材料及び加工技術の研究開発 

〇組合設立の目的 
 航空機メーカ、素材メーカ、大学等が協同し研究することにより、我
が国の素材開発力、大学保有の高度な知識と研究設備を一つの
力として航空機の軽量化促進及び安全性向上、生産性向上を図り
航空機事業を発展させる。 
 
〇実用化の方向性 
 我が国の強みである最先端素材や加工技術の開発、更には従来
培ってきた光ファイバ技術等も組み合わせながら、航空機構造を模
擬した部材試作を通じ実際の機体構造への適用を図る。 
 
〇事業化の目途の時期 
 ボーイング７３７後継機や、将来開発されるその他航空機への適
用を狙っていく。 光ファイバセンサを組み込んだ複合材構造 

SHMによる複合材構造検査手法例 

マグネシウム合金加工・組立例 



SHM実用化 
JASTAC-Ⅱ（エアバスとの協同研究） 

マグネシウム合金
開発と航空機へ
の適用研究 

高レート設計・製造技術開発 

 研究開発体制 

ＲＩＭＣＯＦ技術研究組合 
総合技術委員会 

技術委員会 

総合 
調査研究 

宇宙航空研究 
開発機構 

川崎重工業㈱ 富士重工業㈱ 

複合材構造 

三菱重工業㈱ 

軽金属構造 

(一財)素形材 
センター 

東京大学 神戸大学 立命館大学 

   

①ボルトレス組立 
・複合材表面活性プロセス確立 
・コミングル材を用いた 
 One Shot 成形技術開発 
 
②高速成形技術開発 
・高速硬化樹脂とプレス成形等 
 を組合せた高速成形技術開発 

③一体成形翼構造 
・ボックス一体ハイブリッド 
 コキュア技術開発 
・放電探知試験技術開発 
・導電性複合材技術開発 

京都大学 

三菱重工業㈱ 

①KUMADAI マグ
ネシウム合金の材
料開発 
 
②KUMADAI マグ
ネシウム合金の航
空機構造適用 

広域歪み分
布計測シス
テム 

三菱重工業㈱ 

複合材構
造衝撃損
傷検知シス
テム 

川崎重工業㈱ 

超音波ラム
波を用いた
SHM技術 

富士重工業㈱ 

再委託 

九州工業大学 熊本大学 名古屋大学 
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